
　都市部の住民と交流を図ろうと、大原
幽学ゆかりの水田で行われている米作り
体験。稲刈り作業を終えた昼食では、幽
学が伝えたとされる伝統料理「性

せい

学
がく

もち」
を頬張る子どもたちの姿がありました。
（９月12日／大原幽学遺跡史跡公園）

口いっぱいに旭の味覚
幽学の里で米作り交流事業

10/1
主な内容

10月17日オープン道の駅季楽里あさひ･･ 2
ランニングイベント参加者募集･････････ 4
就学前の教育・保育施設がさらに充実･･･ 6

2015
No.247あさひ

広 報あさひ
「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ

今年は
合併10周年



観
光
・
交
流
の
拠
点

　
季
楽
里
あ
さ
ひ
は
何
で
も
そ
ろ
う

「
食
の
郷
あ
さ
ひ
」
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
た
め
、
旭
中
央
病
院
ア
ク

セ
ス
道
沿
線
に
市
内
初
の
道
の
駅
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
24
時
間
利

用
で
き
る
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の

休
憩
機
能
に
加
え
、
直
売
施
設
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
情
報
発
信
機
能
な
ど
を

兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
皆
が
楽
し
め
る
施
設

と
し
て
、
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
交
流
や
地
域
活
性
化
の

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

季
楽
里
の
名
称

　
旭
に
あ
る
野
菜
、
肉
、
魚
、
果
物
、

花
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
を
「
訪

れ
る
人
が
、
季
節
を
問
わ
ず
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
、
里
と
な
る
よ
う

に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

17
日
、
18
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
17
日
と
18
日
の
２
日
間
は
、
開
業

を
記
念
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
、
午
前
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
芝
生
広
場
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

椎
名
佐
千
子
さ
ん
な
ど
芸
能
人
が
出

演
す
る
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
や
、
鳴
り

物
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
あ
さ
ピ
ー
と
、
県
内
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も

10月17日
オープン

35

71

210

126

旭

飯岡

東総文化会館

市役所
市民会館

旭中央病院旭農高

旭警察署

サンモール

JR総
武本線

季楽里あさひ

126

旭
市
自
慢
の
味
覚
が
こ
こ
に
大
集
合
！

道
の
駅 

季
楽
里
あ
さ
ひ

　
道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
が
10
月
17
日
（土）
に
オ
ー
プ
ン
。
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
水
産
業
や
商
工
業

の
発
展
と
地
産
地
消
の
推
進
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
開
業
を
記
念
し
て
17
日
（土）
、
18
日
（日）
の
２
日
間
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

道の駅季楽里あさひ「６つ」のコンセプト
１．�旭市の野菜・花・畜産物・魚介類など、全国トップクラス

の逸品を取りそろえる
２．旭ブランドを確立し、発信する
３．リピーターや旭ファンづくりのための仕組みを作る
４．来訪者と市民が触れ合える場にする
５．地域のコミュニティと生きがいづくりに貢献する
６．市民の身近な生活を守る防災機能を導入する
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レストラン（四季食彩館）情報発信スペーステナント①

ぐぅちょきぱん

テナント② 直売施設（旬のとれたて市場）

行
わ
れ
ま
す
。

　
直
売
施
設
や
テ
ナ
ン
ト
で
は
、
出

荷
者
協
議
会
に
よ
る
販
売
イ
ベ
ン
ト

や
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
施
設

　
建
物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
で
延
べ

床
面
積
は
１
、
５
４
５
㎡
。
茶
色
を

基
調
と
し
た
落
ち
着
き
あ
る
外
観
で
、

情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
上
部
の
吹
き
抜

け
は
、
灯
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
道
の

駅
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
産
物
直
売
施
設

旬
の
と
れ
た
て
市
場
／
地
元
生
産
者

が
丹
精
込
め
て
作
る
新
鮮
な
野
菜
を

は
じ
め
、
地
元
食
材
を
活
用
し
た
総

菜
な
ど
の
加
工
品
、
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る
豚
肉
、
新
鮮

な
ハ
マ
グ
リ
、
各
種
土
産
品
、
手
工

芸
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
花
木
販

売
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン

四
季
食
彩
館
／
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
活
用
し
た
、
自
然
味
い
っ
ぱ
い

の
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
。
魅
力

あ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
旭
の
食
材
を
食
べ

尽
く
そ
う
。

●
テ
ナ
ン
ト

ぐ
ぅ
ち
ょ
き
ぱ
ん
／
道
の
駅
と
し
て

は
大
変
珍
し
い
、
構
内
で
手
作
り
さ

れ
た
本
格
焼
き
た
て
パ
ン
を
提
供
し

ま
す
。

ホ
ー
ム
オ
ブ
マ
ザ
ー
ズ
／
地
元
の
牛

乳
を
原
材
料
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
滑
ら
か
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
濃

厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
で
す
。

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
焼
き
た
て
ワ
ッ

フ
ル
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。

あ
さ
ピ
ー
＆
ス
ム
ー
ジ
ー
／
旭
の
野

菜
を
使
っ
た
「
野
菜
ス
ム
ー
ジ
ー
」

や
、
あ
さ
ピ
ー
の
形
を
し
た
「
あ
さ

ピ
ー
焼
き
」
を
販
売
し
ま
す
。

●
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
デ
ジ
タ
ル
掲

示
板
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信

し
ま
す
。
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

●
屋
外
施
設

　
駐
車
場
は
、
普
通
車
１
４
８
台
、

大
型
車
10
台
、
障
害
者
用
３
台
を
完

備
。Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ（
電
気
自
動
車
・

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
）用
充
電
器
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
２
、
５
０
０
㎡
の
広
大
な
芝
生
広

場
に
は
複
合
遊
具
や
野
外
ス
テ
ー
ジ

を
配
置
し
、
家
族
連
れ
な
ど
憩
い
の

場
に
も
最
適
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
は
、
販
売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎
62
‐
５
３
８
２

ホームオブマザーズ

デジタル掲示板

あさピー＆スムージー

花木販売スペース
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自
然
豊
か
な
東
総
の
大
地
が
舞
台
。

学
校
や
職
場
な
ど
の
仲
間
と
共
に
、

た
す
き
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
を
目
指

そ
う
。

日
時

　

12
月
20
日

（日）　

 

午
前
８
時
20
分

～（
開
会
式
）

コ
ー
ス

　

東
総
運
動
場
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
・
中
継
所
・
ゴ
ー
ル
と
し
、

そ
の
周
辺
道
路
を
使
用
す
る
周
回

コ
ー
ス（
表
１
）

●
小
学
生
の
部

ス
タ
ー
ト
／
午
前
９
時

区
間（
距
離
）／
６
区
間（
９
・
５
㎞
）

●
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
部

ス
タ
ー
ト
／
午
前
10
時
10
分

区
間（
距
離
）／
７
区
間（
17
・
４
㎞
）

参
加
資
格

小
学
生（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
校
４
年
生
以
上
に
よ
る
チ
ー

ム（
第
４
区
に
限
り
３
年
生
の
参
加

を
認
め
る
）

小
学
生（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
女
子
に
よ

る
チ
ー
ム（
第
４
区
に
限
り
３
年
生

の
参
加
を
認
め
る
）

中
学
生（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
中
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム

中
学
生（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
女
子
中
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム

高
校
生（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
高
校
生
に
よ
る
チ
ー
ム（
市
外
の

人
の
参
加
を
２
人
ま
で
認
め
る
）

高
校
生（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
女
子
高
校
生
に
よ
る
チ
ー
ム（
市

外
の
人
の
参
加
を
２
人
ま
で
認
め

る
）

一
般（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
勤
の

16
歳
以
上
の
人
に
よ
る
チ
ー
ム（
市

外
の
人
の
参
加
を
２
人
ま
で
認
め

る
）

一
般（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
勤
の

16
歳
以
上
の
女
子
に
よ
る
チ
ー
ム

（
市
外
の
人
の
参
加
を
２
人
ま
で
認

め
る
）

※
小
学
生
の
参
加
に
は
、
保
護
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

※
男
子
の
部
に
、
女
子
の
参
加
を
認

め
る
。

費
用

小
学
生
／
５
０
０
円

中
学
生
、
高
校
生
／
１
、
０
０
０
円

一
般
／
３
、
０
０
０
円

※
１
チ
ー
ム
に
つ
き

申
込
期
間

　
10
月
15
日

（木）
～
11
月
15
日

（日）

申
し
込
み
方
法

　
総
合
体
育
館
、
海
上
公
民
館
、
い

い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
、
干

潟
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
費
用
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
る
！

ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

絆
深
ま
る
た
す
き
リ
レ
ー

第
11
回
旭
市
民
駅
伝
大
会

　
旭
市
の
冬
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
旭
市
民
駅
伝
大
会
」「
旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。「
健
康
づ
く
り
の
一
環
」「
仲
間
と
盛
り
上
が
る
き
っ
か
け
に
」
な
ど
、
楽
し
み

方
は
い
ろ
い
ろ
。
皆
さ
ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
市
民
駅
伝
大
会
事
務
局（
体
育

振
興
課
体
育
振
興
班
内
）

☎
64
‐
１
１
３
２

中継所にランナーが到着、つながるたすき
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第
27
回
旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

～
勇
気
・
元
気
・
復
興
へ
の
道
～

                               

潮
風
と
と
も
に
走
ろ
う
！

126

 至銚
子市122

210

30

矢指ケ
浦海水

浴場

飯岡海水浴場35

いいおかユートピアセンター

WC

WC

WC

START

ハーフ
折り返し①

ハーフ
折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し①

飯岡体育館

FINISH
WC

２km親子
 折り返し

３ｋｍ
折り返し

５ｋｍ
折り返し

中学生以上
４・７区
 折り返し

中学生以上
１・３・６区
 折り返し中学生以上

２・５区
 折り返し

小学生
６区
 折り返し

小学生
１・３・５区
 折り返し

小学生
２・４区
 折り返し

FINISH

START

あさひ健康福祉センター

かんぽの宿旭
あさひパークゴルフ場

東総運動場
陸上競技場

脇鷹橋

中継所

至
干
潟
工
業
団
地

至
大
原
幽
学
記
念
館

WC

スタート 距　離 種　目 制限時間

9：10 ハーフ 男子・女子年
齢別 ２時間30分

9：25 ３㎞ 小学生男女 24分

9：25 ５㎞
中学生男女、
男子・女子年
齢別

35分

11：20 10㎞ 男子・女子年
齢別 １時間10分

11：25 ２㎞
親子（子ども
は小学校3年
生以下）

20分

126

 至銚
子市122

210

30

矢指ケ
浦海水

浴場

飯岡海水浴場35

いいおかユートピアセンター

WC

WC

WC

START

ハーフ
折り返し①

ハーフ
折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し①

飯岡体育館

FINISH
WC

２km親子
 折り返し

３ｋｍ
折り返し

５ｋｍ
折り返し

中学生以上
４・７区
 折り返し

中学生以上
１・３・６区
 折り返し中学生以上

２・５区
 折り返し

小学生
６区
 折り返し

小学生
１・３・５区
 折り返し

小学生
２・４区
 折り返し

FINISH

START

あさひ健康福祉センター

かんぽの宿旭
あさひパークゴルフ場

東総運動場
陸上競技場

脇鷹橋

中継所

至
干
潟
工
業
団
地

至
大
原
幽
学
記
念
館

WC

小学生
区　間 距　離
１区 1.9㎞
２区 1.1㎞
３区 1.6㎞
４区 1.1㎞
５区 1.6㎞
６区 2.2㎞
計 9.5㎞

中学生・高校生・一般
区　間 距　離
１区 2.8㎞
２区 2.0㎞
３区 2.5㎞
４区 2.8㎞
５区 2.0㎞
６区 2.5㎞
７区 2.8㎞
計 17.4㎞

（表１）駅伝コース

126

 至銚
子市122

210

30

矢指ケ
浦海水

浴場

飯岡海水浴場35

いいおかユートピアセンター

WC

WC

WC

START

ハーフ
折り返し①

ハーフ
折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し①

飯岡体育館

P

FINISH
WC

２km親子
 折り返し

３ｋｍ
折り返し

５ｋｍ
折り返し

中学生以上
４・７区
 折り返し

中学生以上
１・３・６区
 折り返し中学生以上

２・５区
 折り返し

小学生
６区
 折り返し

小学生
１・３・５区
 折り返し

小学生
２・４区
 折り返し

FINISH

START

あさひ健康福祉センター

かんぽの宿旭
あさひパークゴルフ場

東総運動場
陸上競技場

脇鷹橋

中継所

至
干
潟
工
業
団
地

至
大
原
幽
学
記
念
館

（表２）マラソンコース

WC

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局（
体
育
振

興
課
体
育
振
興
班
内
）

　
　
☎
64
︲
１
１
３
２

海辺のコースを駆け抜ける

　
毎
年
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

参
加
し
、
海
辺
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
す
。

日
時

　
平
成
28
年
２
月
７
日

（日）　
午
前
８

時
～（
開
会
式
）

コ
ー
ス

　
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
飯
岡

漁
港
か
ら
井
戸
野
浜
ま
で
の
道
路
を

使
用
す
る
折
り
返
し
コ
ー
ス（
表
２
）

参
加
資
格

　
制
限
時
間
内（
表
２
）に
完
走
で
き

る
人

定
員

　
５
、
０
０
０
人

費
用

親
子（
市
内
）／
１
、
０
０
０
円

親
子（
市
外
）／
４
、
０
０
０
円

小
中
学
生
／
１
、
０
０
０
円

一
般
／
４
、
０
０
０
円

※
親
子
は
２
人
一
組
。

申
込
期
間

　
10
月
１
日

（木）
～
12
月
４
日

（金）

申
し
込
み
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

①
月
刊
「
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｔ（http://runnet.jp/

）

か
ら
。

②
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー（http://

sportsentry.ne.jp/

）か
ら
。

③
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（https://jtbsports.jp/

）か
ら
。

④
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
ウ
ン（http://

runningtow
n.jp/

）か
ら
。

⑤
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

費
用
を
添
え
て
郵
便
局
か
ら
。

⑥
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

費
用
を
添
え
て
、
直
接
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局（
総
合
体
育
館
内
）

ま
た
は
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
。

※
振
替
手
数
料
な
ど
が
掛
か
る
場
合

は
、
本
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
付
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
総
合
体
育
館
や
い
い
お
か

ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ

り
ま
す
。

そ
の
ほ
か

●
と
ん
汁
な
ど
の
無
料
配
布
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

●
会
場
内
に
は
一
般
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
旧
海
上
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
市
内
参
加
者
臨
時
駐
車
場
と
し
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
く
わ
し
い
内
容
は
、
大
会
の
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.shio 
sai-m

arathon.jp/

）や
フ
ェ
イ 

ス
ブ
ッ
ク（https://w

w
w

.face
book.com

/shiosaim
arathon

）

　
で
確
認
で
き
ま
す
。
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増
え
る
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス

　
幼
稚
園
や
保
育
所
に
加
え
、
新
た

に
２
つ
の
認
定
こ
ど
も
園
が
創
設
さ

れ
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
／
幼
稚
園
と
保
育
所

の
機
能
や
特
長
を
併
せ
持
ち
、
地
域

の
子
育
て
支
援
も
行
う
施
設
で
す
。

※
来
年
４
月
、
あ
さ
ひ
こ
ひ
つ
じ
幼

稚
園
と
う
な
か
み
幼
稚
園
が
、
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
ま
す
。

保
育
所
／
就
労
な
ど
の
た
め
、
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
り
、

保
育
を
行
う
施
設
で
す
。
保
育
所
に

よ
り
、
延
長
保
育
を
行
い
ま
す
。

※
市
内
に
は
公
立
保
育
所
が
13
施
設
、

私
立
保
育
園
が
５
施
設
あ
り
ま
す
。

幼
稚
園
／
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基

盤
を
つ
く
る
た
め
の
幼
児
期
の
教
育

を
行
う
施
設
で
す
。
幼
稚
園
に
よ
り
、

預
か
り
保
育
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
市
内
に
は
旭
幼
稚
園
と
飯
岡
幼
稚

園
の
２
施
設
が
あ
り
ま
す
。

利
用
は
三
つ
の
認
定
区
分
で

　
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
、
市
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認

定
区
分
に
よ
り
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

１
号
認
定
／
満
３
歳
以
上
で
教
育
を

希
望
す
る
子
ど
も

２
号
認
定
／
満
３
歳
以
上
で
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も

３
号
認
定
／
満
３
歳
未
満
で
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も

選
べ
る
利
用
内
容

　
各
家
庭
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
利

用
内
容
が
選
べ
ま
す（
下
図
）。

　
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、

次
の
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

来
年
４
月
に
２
つ
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」
が
創
設

就
学
前
の
教
育
・
保
育
施
設
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
す

　

就
学
前
の
子
ど
も
が
利
用
で
き
る
幼
稚
園
と
保
育
所
に
加
え
、
教
育
と
保
育
の
両
機
能
を
持

つ
認
定
こ
ど
も
園
が
来
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
子
育
て
支
援
の
場
が
広
が
り
、
各
家
庭
の
状
況
に

合
わ
せ
た
子
育
て
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

新制度での子育てサービスの提供イメージ

※新制度に移行しない私立幼稚園の場合、市への申請は必要ありません。

満3歳以上の
子どものいる家庭

満3歳未満の
子どものいる家庭

１号認定 ３号認定 認定不要２・３号認定１・２・３号認定

地域型保育
（0〜2歳）
●家庭的保育など

就学前児童対象
●�一時預かり、地域
子育て支援など

市への申請 市への申請 市への申請

保育を
必要としない

保育を
必要とする

保育を
必要としない

保育を
必要とする

認定
こども園
（0〜5歳）

保育所
（0〜5歳）

幼稚園
（3〜5歳）
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【保育所の入園・認定申請受け付け日程表】

【認定こども園の入園・認定申請受け付け日程表】

入園を希望する保育所 受付日 受付場所
いいおか保育所

11月２日（月） 飯岡保健センター
ひかり保育園（私立）
中央第一保育所

11月４日（水） 総合体育館中央第二保育所
中央第三保育所
ゆたか保育所

11月５日（木） 総合体育館
干潟保育所
とみうら保育所
日の出保育所
共和保育所

11月６日（金） 総合体育館池の端保育所
サンライズベビーホーム（私立）
※３歳未満児のみ
まんざい保育所

11月９日（月） 干潟支所古城保育所
干潟町中央保育園（私立）
海上保育所

11月10日（火） 海上支所おうめい保育園（私立）
鶴巻保育園（私立）

入園を希望する
認定こども園 受付開始日 受付場所

認定こども園
あさひこひつじ幼稚園

11月２日（月）
※�期間や受付時間な
どは各園に問い合
わせてください。

入園を希望する認定
こども園認定こども園

うなかみ幼稚園

※�希望する保育所の受付日に来られない場合は、期間中に都合の付く受
付場所へ提出してください。

受付時間／午前９時〜午後２時

こ
と
が
必
要
で
す
。
同
居
の
親
族
が

保
育
で
き
る
場
合
、
利
用
の
優
先
度

が
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
〉

①
就
労
や
求
職
活
動（
パ
ー
ト
や
居

宅
内
労
働
、
起
業
準
備
な
ど
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
や
障
害

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
中
の
親
族

の
介
護
や
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
就
学（
職
業
訓
練
校
で
の
訓
練
な

ど
を
含
む
）

⑦
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

⑧
育
児
休
業
中
に
、
保
育
所
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
、
継
続

利
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

⑨
前
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
、
市

が
認
め
た
場
合

保
育
料
な
ど
は

　
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
基
本
と
し
、

国
が
定
め
る
水
準
を
上
限
に
市
が
決

定
し
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
と
異
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
育
て

支
援
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
制
度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園
の

保
育
料
は
、
各
園
が
設
定
し
ま
す
。

11
月
２
日
（月）
か
ら
開
始

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
受
け
付
け

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
班

☎
62
‐
５
３
１
３

　
平
成
28
年
４
月
の
新
規
入
園
を
希

望
す
る
子
ど
も
の
、
入
園
申
請
と
認

定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
園
で
き
る
の
は

　
２
・
３
号
認
定
の
子
ど
も
は
保
育

所
、
１
・
２
・
３
号
認
定
の
子
ど
も

は
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
で
き
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
は
、
市

と
認
定
こ
ど
も
園
で
協
議
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
各
保
育
所
や
子
育
て
支
援
課
、
認

定
こ
ど
も
園（
あ
さ
ひ
こ
ひ
つ
じ
幼

稚
園
、
う
な
か
み
幼
稚
園
）に
あ
る

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
園
を
希
望

す
る
場
合
は
、
必
ず
子
育
て
支
援

課
に
事
前
連
絡
の
上
、
11
月
10
日

（火）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ニ
カ
ム
で
利
用
者
支
援
を
実
施

　
旭
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ニ

カ
ム
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚

園
、
保
育
所
、
一
時
預
か
り
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
の
中

か
ら
適
切
な
も
の
を
選
択
し
、
利
用

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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調査方法など

対　象 ①平成７年４月１日以前に生まれた市民の中から、3,000人を無作為抽出　②平成９年４月２日から12年４月１日まで
の間に生まれた市民の中から、1,000人を無作為抽出　③転入・転出届の提出者

方　法 ①②郵送による発送・回収（無記名）　③市窓口にて配布、その場で記入・回収（無記名）
期　間 ①②７月10日〜24日　③６月１日〜７月24日

回収状況 ①配布数：3,000人　有効回答数：991人　回答率：33.0％
②配布数：1,000人　有効回答数：258人　回答率：25.8％　③転入：33人　転出：38人

市では、緊急の課題でもある人口減少対策、雇用促進、
経済の活性化などへ迅速に対応するため「旭市総合

戦略」の策定に取り組んでいます。策定に当って市民アン
ケートと転入者・転出者へのアンケートを実施し、結果を
とりまとめましたので概要を公表します（一部、平成22年
８月に実施した前回市民アンケートとの比較あり）。また
市ホームページで、より詳細な結果を掲載しています。

　このアンケートは、市民の理想とする「まちづくり」「ひ
とづくり」「しごとづくり」について、市民のさまざまな意
見を収集・分析し、旭市総合戦略策定のための基礎資料と
することを目的としています。

新たなまちづくりに向けて

旭市総合戦略策定のための「市民アンケート」
結果を公表

問い合わせ先
企画政策課企画調整班（☎62-5307）

１．住みよさ
【問】総合的に見て、旭市は住みよいまちだと思いますか。
⇒「非常に住みよい」が10.1％、「まあまあ住みよい」が64.5％となっており、全体の74.6％が住みよいまちであ
ると答えています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常に住みよい まあまあ住みよい やや住みにくい 非常に住みにくい どちらともいえない 無回答分からない

前回調査
（H22）

今回調査
（H27） 10.1%

10.4% 69.8% 13.7%

64.5% 10.7% 3.5% 8.0%

1.3% 1.9%

2.0%

2.8%

1.3%

2.8%

２．定住意向
【問】これからもずっと旭市に住み続けたいと思いますか。
⇒「ずっと住み続けたい」が47.9％、「当分は住み続けたい」が30.5％となっており、全体の78.4％がこのまま住
み続けたいと答えています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい 市内で転居したい 市外へ転出したい 分からない 無回答

前回調査
（H22）

今回調査
（H27） 47.9% 30.5%

51.9% 28.8% 4.6%

2.4%

12.7%4.1%

2.3%

2.4% 1.0%

11.3%
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旭中央病院の充実

職員数の適正化・職員の能力向上

市道の整備

地域間連絡道路の整備

防犯体制の充実

排水路の整備

不法投棄の監視体制の強化

企業誘致の推進

次世代の育成・支援

コミュニティバスなどの運行

介護予防の推進

農業後継者の育成

行政組織の効率的な運営

生活排水処理施設の整備

シティーセールス（注 1）の推進

ごみの減量化・資源化の推進

障害者の支援

健康づくりの推進

公園の整備

観光・交流拠点の整備

バリアフリーの推進

公共施設の在り方の推進

交流イベントの充実・観光客の誘致

旭中央病院へのアクセス道路の整備

情報公開の推進

農業基盤の整備

畜産環境の整備

上水道の整備

商業後継者の育成

図書館の整備

ボランティア・ＮＰＯ（注 2）への支援

保育所の改築

生涯学習センターの整備

交流施設の整備

そのほか

無回答
0% 10% 20% 30% 40% 50%

35.1%
36.8%

33.9%
40.5%

33.5%
31.9%

30.0%
29.9%

27.1%
27.0%
25.8%
27.1%
24.5%
29.2%

24.3%
25.3%

23.9%
28.5%

22.7%
21.6%
22.0%
24.7%
20.2%
24.5%

19.3%
20.7%
18.1%
20.5%

18.1%

18.0%
27.6%

17.4%
20.3%

16.5%
18.6%
15.1%
17.8%

14.5%
13.6%

13.9%
23.3%

13.8%

13.2%
11.4%

12.7%
23.4%

11.5%
15.4%

10.9%
13.2%
9.8%
12.0%

8.9%
9.6%
8.9%
9.0%
8.5%
10.1%
7.5%
11.7%
7.4%
11.2%

7.0%
6.6%

3.3%
3.7%
4.3%
6.0%

1.9%
0.8%

今回調査（H27）
前回調査（H22）

３．優先すべき施策
【問】優先的に実施してほしいと思うことは何ですか。
⇒「旭中央病院の充実」が35.1％で最も高く、次いで「職員数の適正化・職員の能力向上」が33.9％、「市道の整備」
が33.5％となっています。

「旭市総合戦略策定のための市民アンケート」結果

注1）�シティーセールス：「まちを売り込
む」ことであり、都市としての魅力
を地域内外へ効果的にアピールする
ことで「人・モノ・お金・情報」を呼
び込み、都市を活性化し持続的に発
展させようとする方策。

注2）�ＮＰＯ：市民が主体となって継続的、
自発的に社会貢献活動を行う営利を
目的としない団体。
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注）�ワークライフバランス：働く全ての人々が「仕事」と育児や介護、趣味や学習、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」との調和を取り、そ
の両方を充実させる働き方・生き方。

４．人口増加・定住促進
【問】「人口を増やす」ため、また「人口の流出を防ぐ（定住促進）」ために必要だと思うことは何ですか。
⇒「雇用の拡大」が55.5％で最も高く、次いで「医療・福祉の充実」が41.6％、「子育て支援」が38.1％となってい
ます。

５．結婚（晩婚化・未婚化対策）
【問】「晩婚化・未婚化」が進むのを「抑制」するために、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。
⇒「子育てに係かる経済的負担の軽減」が53.0％で最も高く、次いで「仕事と家庭生活の両立支援」が46.6％、「出
会いの場の提供などの結婚支援」が34.4％、「若者の就業への支援」が32.6％となっています。

６．雇用促進対策
【問】「雇用促進」のために必要だと思うことは何ですか。
⇒「賃金などの労働条件改善」が47.8％で最も高く、次いで「魅力ある雇用の場の創出」が45.7％、「女性の再就職
支援」が32.7％となっています。

注）�インターンシップ：学生が企業などにおいて実習・研修的な就業体験をする制度。

賃金などの労働条件改善
魅力ある雇用の場の創出

女性の再就職支援
求人を拡大する企業への補助
就職に有利な資格の取得支援

就職情報の提供
就労体験、インターンシップ（注）の充実

職業相談体制の充実
職業訓練機会の充実

子ども向け職業体験や職業観の醸成
就職活動に関する講座やセミナーの開催

合同説明会の開催
そのほか
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

47.8%
45.7%

32.7%
27.7%

23.6%
23.1%

14.1%
13.2%

9.3%
9.1%

5.0%
4.8%

1.6%
5.0%

雇用の拡大
医療・福祉の充実

子育て支援
産業の振興

買い物など日常生活の利便性向上
ワークライフバランス（注）の充実

移住・定住の促進
教育環境の充実

街並みなど住環境の整備
地域資源の活用

そのほか
無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

55.5%

41.6%

38.1%
30.9%

29.6%

28.2%

13.9%

12.2%

11.2%
5.3%

2.1%

3.3%

子育てに係かる経済的負担の軽減
仕事と家庭生活の両立支援

出会いの場の提供などの結婚支援
若者の就業への支援

社会全体で若者の自立や子育てを支援する意識づくり
子育てに係かる精神的、肉体的負担の軽減

大学教育費用の負担軽減
結婚の意義やメリットについての啓発

そのほか
無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

53.0%

46.6%

34.4%

32.6%

25.5%

22.1%

21.5%

15.8%

2.4%

4.5%
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８．就職希望業種（若者世代対象）
【問】将来、あなたが就職を希望する業種は何ですか。
⇒「医療、福祉（保育園含む）」が32.2％で最も高く、次いで「公務員」が27.1％、「教育、学習支援業（幼稚園含む）」
が21.3％となっています。

７．就職希望地域（若者世代対象）
【問】就職を希望する「地域」はどこですか。
⇒「旭市内」が31.0％で最も高く、次いで「東京都」が21.3％、「どこでもよい」が17.4％となっています。

【問】なぜ、旭市に転入されましたか。
⇒転入理由は、「本人・身内の事情」が
97.0％となっています。

９．転入理由（転入者・転出者対象） 10．転出理由など（転入者・転出者対象）
【問】旭市での居住年数は何年ですか。なぜ、旭市を転出され
ますか。
⇒「5年未満」が44.7％で最も高く、次いで「20年以上」が 
26.3％、「5年以上10年未満」が18.4％となっています。
　転出理由は、「本人・身内の事情」が86.8％となっています。

医療、福祉（保育園含む）
公務員

教育、学習支援業（幼稚園含む）
情報通信業（IT 関連）

製造業
宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業（理容、美容など）、娯楽業
学術研究、専門・技術サービス

卸売業、小売業
建設業

農林水産業
電気・ガス・熱供給・水道業

運輸業、郵便業
金融業、保険業

複合サービス業（農業協同組合など）
不動産業、物品賃貸業（レンタカーなど）

鉱業・採石業・砂利採取業
そのほか
無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

10.9%

32.2%
27.1%

21.3%
11.2%

10.1%
9.3%

6.6%
5.4%
4.7%

3.1%
2.7%
2.3%
2.3%
1.9%

1.2%
0.8%

13.2%
1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旭市内 匝瑳市 銚子市 香取市 成田市 千葉市 茨城県 東京都 関東圏 そのほか どこでもよい 無回答

第１希望

第２希望

第３希望

31.0%

6.2%

7.0% 5.8% 7.4% 13.2% 10.9% 4.3% 8.1% 7.0% 7.4% 26.0%

14.0% 8.1% 9.7% 15.9% 11.6% 10.5% 19.4%

5.0% 7.8% 7.4%

3.1%

17.4%21.3%

1.2%

1.2%

2.3% 0.8%

1.2% 1.6%0.8%

1.6% 0.8% 1.2% 2.3%

【居住年数】 【転出理由】

5年未満
44.7%

5年以上 10年未満 18.4%
10年以上
15年未満 5.3%

15年以上
20年未満

2.6%

20年以上
26.3%

無回答
2.6%

無回答
5.3%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

86.8%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

86.8%

それ以外
7.9%

それ以外
3.0%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

97.0%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

97.0%

「旭市総合戦略策定のための市民アンケート」結果
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ま
し
ょ
う
。

●
リ
ー
ス
や
レ
ン
タ
ル
製
品
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
修
理
し
て
大
事
に
長
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
資
源
を
再
生
し
て
使
う
。

●
ご
み
を
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

●
瓶
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は

軽
く
す
す
い
で
、
ふ
た
や
ラ
ベ
ル

も
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

●
生
ご
み
は
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を

利
用
し
、
堆
肥
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
再
生
材
を
利
用
し
た
商
品
を
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

日
々
の
生
活
を
少
し
見
直
そ
う
！

【
リ
デ
ュ
ー
ス
】

　
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
。

●
買
い
物
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ（
買

い
物
袋
や
風
呂
敷
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
）を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
・
過
剰
な
包
装
な
ど
は
断
り

ま
し
ょ
う
。

●
使
い
捨
て
の
商
品
は
避
け
、
詰
め

替
え
な
ど
が
で
き
る
商
品
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

【
リ
ユ
ー
ス
】

　
繰
り
返
し
使
う
。

●
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル（
返
却
・
回
収
で

き
る
）容
器
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
と
な
っ
た
も
の
は
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
を
活
用
し

　
３
Ｒ
と
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
地

球
に
優
し
い
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　
リ
デ
ュ
ー
ス（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
・
減
ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
・
繰
り
返
し
使
う
）、

リ
サ
イ
ク
ル（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
・
再
資
源
化
）、
こ
れ
ら
三
つ
の
頭
文
字
「
Ｒ
」
を
と
っ
て

「
３
Ｒ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
政
策
班　

☎
62
‐
５
３
２
８

発生抑制
ごみを減らす

再生利用
資源として再生利用

再使用
繰り返し使う

3R3R
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
資
源
を
有
効
活
用

毎
年
10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

あ
な
た
の
３
Ｒ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

　
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
購
入
し

た
世
帯
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
住
所
の
あ
る
世
帯

主要
件
／
●
世
帯
全
員
が
市
税
に
滞

納
が
な
い　
●
市
内
で
購
入
し
、

堆
肥
化
容
器
の
場
合
、
有
効
容
量

が
１
０
０
ℓ
以
上
で
ふ
た
付
の
物

補
助
額
／
●
生
ご
み
堆
肥
化
容

器
：
購
入
価
格
の
３
分
の
１
の
額

（
１
、
５
０
０
円
限
度
、
１
世
帯

２
基
ま
で
）　

●
電
動
生
ご
み
処

理
機
：
購
入
価
格
の
３
分
の
１
の

額（
１
５
、
０
０
０
円
限
度
、
１

世
帯
１
基
ま
で
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

資
源
ご
み
集
団
回
収
促
進
事
業
奨

励
金

　
家
庭
か
ら
出
た
古
紙
や
空
き
缶

な
ど
を
回
収
し
、
業
者
へ
引
き
渡

す
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
。
市
に
登
録

し
、
回
収
を
実
施
し
た
団
体
に
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
地
域
住
民
に
よ
る
団
体

奨
励
金
／
１
㎏
当
た
り
５
円（
20

万
円
限
度
）

小
型
家
電
の
無
料
回
収
ボ
ッ
ク
ス

　
ご
み
の
再
資
源
化
と
減
量
化
の

た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
と
第
二
庁

舎
、
各
支
所
に
小
型
家
電
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
Ｃ

Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、

こ
れ
ら
の
付
属
品
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
市
役
所
本
庁
舎
と
各
支
所
に

掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
希
望
す
る
人
が
所
有
権
を
有
す

る
生
活
用
品
で
、
使
用
可
能
な
物
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国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
人
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
の
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

加
入
条
件

　
県
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
の
人
が
加
入
で
き
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
保
険
料
を
納

め
て
い
る
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み

●
１
口
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
掛
け

金
は
加
入
時
の
年
齢
や
性
別
で
決

ま
り
ま
す
。
１
か
月
の
掛
け
金
が

６
８
、
０
０
０
円
以
内
な
ら
何
口

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

●
受
け
取
る
年
金
月
額
は
、
35
歳
ま

で
に
加
入
し
た
人
で
、
１
口
目
は

２
０
、
０
０
０
円
、
２
口
目
以
降

は
１
口
当
た
り
１
０
、
０
０
０
円

で
す
。

●
掛
け
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

　
次
の
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
猶
予

な
ど
を
受
け
て
い
る
人

●
海
外
に
居
住
し
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
人

●
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

●
付
加
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

国民年金
（老齢基礎年金）

国民年金
（老齢基礎年金）

厚生年金

厚生年金基金など
国民年金基金

上
乗
せ
部
分
共
通
部
分

自営業や
フリーで働く人

サラリーマンなど

国民年金
（老齢基礎年金）

国民年金
（老齢基礎年金）

厚生年金

厚生年金基金など
国民年金基金

上
乗
せ
部
分
共
通
部
分

自営業や
フリーで働く人

サラリーマンなど
二階建ての仕組み

主な債権の種別など 問い合わせ先

強
制
徴
収
公
債
権

市自らが、差し押
さえなどの強制徴
収ができる

市税、国民健
康保険税

税務課収税班
（☎62-5322）

後期高齢者医
療保険料

保険年金課高齢者医療年金班
（☎62-5882）

保育料 子育て支援課保育班
（☎62-5313）

介護保険料 高齢者福祉課介護保険班
（☎62-5308）

下水道受益者
負担金・使用
料

下水道課管理班
（☎62-5357）

非
強
制
徴
収
公
債
権

裁判所に申し立て
をすれば、差し押
さえなどの強制執
行ができる

農業集落排水
事業使用料

農水産課農業基盤整備班
（☎68-1173）

私
債
権

市営住宅家賃 財政課管財営繕班
（☎62-5315）

学校給食費
旭市第一学校給食センター
（☎62-0366）
旭市第二学校給食センター
（☎55-2246）

児童クラブ受
託料

学校教育課学務班
（☎55-5724）

水道料金
水道課業務班
（☎63-9180）
旭市水道お客様センター
（☎63-8881）

多重債務に関する相談
旭市消費生活センター
（☎62-8019）
※午前９時〜午後４時

【問い合わせ先一覧】

「
国
民
年
金
基
金
」
で

国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス

市税・保険料・使用料など 納付は期限内に

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
国
民
年
金
基
金

1
０
１
２
０
‐
６
５
４
１
９
２

☎
０
４
３
‐
２
２
１
‐
６
３
７
０

　市が実施しているさまざまな行政サービスは、皆さ
んの納付の積み重ねによって成り立っています。昨今
の厳しい経済状況の中でも、ほとんどの人は納期限内
に納付をしています。
　市税や保険料など市への納付金は、納期限内での自
主納付が原則です。督促状発送日から10日を経過し
ても納付がない場合は、滞納処分（差し押さえなど）の
対象となります。
　「住宅ローンがあるから払えない」「車のローンがあ
るから払えない」というようなことを、納付義務者か
ら聞くことがあります。このようなことは、決して滞
納の理由になりませんし、納付義務を免れるものでも
ありません。税金の納付は全ての債務（借金含む）に優
先されると、法律（地方税法）によって定められていま
す。趣旨を理解の上、納期限内に納付しましょう。

納付に困ったときは相談を
　病気や失業、災害、生活困窮などのやむを得ない事
情により、納期限内の納付が困難になった場合は、納
付計画などの相談に応じています。早めに担当課に相
談してください。また多重債務などで困っている人は、
旭市消費生活センターに相談してください。

納付は口座振替で
　市では、口座振替による納付を原則化しています。
現在、市税・保険料・各種使用料などを納付書で納め
ている人は、便利で納め忘れのない口座振替への切り
替えに協力してください。
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ASAHI Topicsトピックス

被害状況のパネル展示を見つめる来館者たち

来館者数が１万人を突破、震災の記憶を後世へ
旭市防災資料館

市防災資料館の来館者数が９月５日、１万人を突破
しました。防災資料館は、東日本大震災の記憶を後

世へ伝え、防災意識を高めてもらおうと平成26年７月19
日に開館。震災直後の被害状況や、復旧の様子をパネルに
より時系列で紹介しているほか、防災グッズなどの展示も
行っています。

旭

「
い
つ
か
起
こ
る
」
そ
の
日
に
備
え

訓
練
を
実
施

旭
市
総
合
防
災
訓
練

総沖を震源とする大地震が発生。旭市
では震度６強を観測、道路の崩壊、家

屋の倒壊や火災が発生し、大津波警報も発表
された――。このような「いつか起こる」大規
模災害を想定し干潟中で９月13日、防災訓
練が実施されました。この日訓練に参加した
のは、住民や関係者2,099人。建設業者によ
る避難路確保や、自衛隊をはじめ医療や消防
関係者による人命救助のほか、住民が参加し
ての土のう積みや初期消火など、さまざまな
訓練が行われました。
　また海岸沿線地区では津波避難訓練を実
施。大津波襲来に備え、避難場所へと向かう
参加者たちの姿がありました。

房

①�運び込まれる負傷者
をトリアージ（治療
の優先順位付け）
②�住民が参加しての土
のう積み
③�海岸地区住民が津波
避難タワーに避難③②

①

東日本学校吹奏楽大会に出場する一中吹奏楽部

大会名：第15回東日本学校吹奏楽大会
　　　　中学校部門
場　所：北海道札幌市
期　日：10月10日（土）

おめでとう！　東日本大会出場
一中吹奏楽部
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ASAHI Topicsトピックス中学生たちが英語力を披露
第19回旭市中学校生徒英語発表会

身ぶり手ぶりを交えて発表

内中学生の英語発表会が９月11日、いいおかユー
トピアセンターで開催されました。各校を代表して

参加した生徒たちは、審査員や関係者などを前に日ごろ磨
いた英語力を披露。参加者たちは「練習で意識していたこ
とが、全部出せて良かった」などと話していました。各部
門の最優秀賞は次のとおり（敬称略）。
暗唱の部（学年別）／宮負亮一・髙木真歩（干潟中・１年）、
長谷川紗来（一中・２年）、平野凪沙（一中・３年）　スピー
チの部（学年不問）／景山美桜（一中・３年）

市

夏休みの成果が勢ぞろい
第11回旭市児童生徒科学作品展

展示された作品を見る家族

内小中学生の夏休みの工作や論文を集めた作品展
が９月５日、海上公民館で開催されました。会場

には各校を代表する作品が勢ぞろい。家族連れなどが訪れ、
作品を動かしたり、読んだりする姿がありました。なお特
別賞受賞の中から10作品が県展に出品されます。県展出
品者は次のとおり（敬称略）。
工作／千葉綾（鶴巻小・６年）、瀨畑凛（嚶鳴小・４年）、井
手本麻央（嚶鳴小・１年）、林亮汰（豊畑小・６年）、遠藤江
里子（ニ中・３年）　論文／鈴木倫（共和小・５年）、髙山愛
美里（干潟中・２年）、川口姫

ひ よ り

和（中央小・３年）、田村沙季
（中央小・５年）、加瀬喬

たか
大
ひろ
（二中・１年）

市

技を披露する参加者

サーフィンで地域を盛り上げる13

サーフィン連盟公認大会では、地元選手をはじめ全国から
集まったトップアマたちが技を競い合っていました。

　飯岡海岸で「第3回
九十九里観光サーフフ
ェスタ」が行われまし
た。東日本大震災で被
災したサーフショップ
や観光関連事業者など
が、観光復興を目的に
開催するもので、日本

９

講演する田中院長

地域で支える認知症６

療所田中院長は、認知症の人を理解し地域で支えながら、
共に生きていくことが大切だと話していました。

　東総文化会館で「気
になるもの忘れ、知っ
て得する認知症のはな
し」と題した公開講座
が行われました。高齢
化により増加傾向にあ
る認知症ですが、講演
した南房総市の七浦診

９

声援を受けスパイクを放つ

市内のＰＴＡがバレーボールで交流22

Ａ、中央小ＰＴＡがそれぞれ優勝しました。３チームは、
10月11日に開催される東総大会に出場します。

　第11回旭市ＰＴＡ
バレーボール大会が総
合体育館で開催されま
した。市内小中学校の
ＰＴＡ、全20チーム
が参加。３ブロックに
分かれて競い合い、干
潟小ＰＴＡ、二中ＰＴ

８

ＡＥＤを使った応急手当て訓練

災害時に必要な知識と技術を習得９

ＥＤ）を使った応急手当てや炊き出し訓練などを実施。講
師からの説明に耳を傾ける参加者たちの姿がありました。

　災害発生時に必要な
知識と技術の普及のた
め、いいおかユートピ
アセンターで一日赤十
字が開催されました。
この日は赤十字奉仕団
の活動報告のほか、自
動体外式除細動器（Ａ

９
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消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
影
響
な

ど
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
臨
時

特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
支
給
対
象
者
に
は
５
月
末
に
、
児

童
手
当
の
「
現
況
届
」
と
一
体
と

な
っ
た
「
申
請
書（
請
求
書
）」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
な
お
公
務
員
の
場

合
は
、
所
属
先
か
ら
申
請
書
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
早
め
に
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
／
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者

※
特
例
給
付（
児
童
手
当
の
所
得
制

限
額
以
上
の
人
に
、
児
童
１
人
当

た
り
月
額
５
、
０
０
０
円
を
支
給

し
て
い
る
も
の
）を
受
給
し
て
い

る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

給
付
額
／
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
、

０
０
０
円　

申
請
期
限
／
11
月
30
日

（月）

受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日　
午
前
８

30
分
〜
午
後
５
時

※
祝
日
を
除
く

受
付
場
所
／
子
育
て
支
援
課

提
出
書
類
／
申
請
書

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
☎
62
‐
８
０
１
２
）

袋
東
た
め
池

秋
の
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

日
時
／
10
月
25
日

（日）　
午
前
５
時
30

分
受
け
付
け
開
始

場
所
／
袋
東
た
め
池

費
用
／
１
、
０
０
０
円

※
弁
当
代
含
む
、
参
加
賞
あ
り
。

問
大
会
事
務
局
・
石
毛（
☎
62
‐

０
４
３
１
）

長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー

秋
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
大
会

日
時
／
11
月
３
日（
火
・
祝
）　
午
前

６
時
受
け
付
け
開
始

場
所
／
長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー

費
用
／
２
、
０
０
０
円（
小
学
生
以

下
：
１
、
０
０
０
円
）

※
弁
当
代
含
む
、
参
加
賞
あ
り
。

前
売
り
券
／
10
月
１
日

（木）
か
ら
長
熊

釣
堀
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
で
販
売
し
ま

す（
販
売
数
２
６
０
枚
）。

問
長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー（
☎
68
‐

４
６
０
２
）

人
権
週
間

「
ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
を
開
催

　
12
月
４
日

（金）
か
ら
10
日

（木）
は
「
人

権
週
間
」。
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
８
日

（火）　
午
後
１
時
〜

場
所
／
千
葉
県
文
化
会
館（
千
葉
市
）

〈
内
容
〉

●
講
演
「
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
希
望
あ
る
明
日
の
た
め
に
〜
」

講
師
／
渡
部
陽
一
さ
ん（
戦
場
カ
メ

ラ
マ
ン
）

●
コ
ン
サ
ー
ト
「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」

出
演
／
ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル

●
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
選
手
一

日
人
権
擁
護
委
員
任
命
式
、
マ

リ
ー
ン
ズ
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
抽
選

会
な
ど

定
員
／
１
、
５
０
０
人

入
場
料
／
無
料

応
募
期
限
／
11
月
６
日

（金）
必
着

申
し
込
み
方
法
／
往
復
は
が
き
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

支
給
し
ま
す

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

入
場
希
望
人
数（
１
通
に
つ
き
２
人

ま
で
）、
託
児
サ
ー
ビ
ス
・
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
希
望
の
有
無
、
返
信

用
の
宛
先
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

問
〒
２
６
０
‐
０
８
５
５　
千
葉

県
庁
内
郵
便
局
留　
ち
ば
ハ
ー
ト
フ

ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
事
務

局（
☎
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
３
４

８
・
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策

課
内
）

大勢の参加者が釣果を競う

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み

　浄化槽は、１年に１回以上の清掃を実施することが義務
付けられています。清掃は東総衛生組合の許可を受けた業
者に依頼してください。

【清掃許可業者】
（旭市）
●（株）加藤設備（☎63-8277）
●（株）旭住宅（☎63-8150）
●旭衛生センター（株）（☎63-9551）
●（有）いしげ水質管理センター（☎63-2282）

（匝瑳市）
●（株）トーソーエンバイテック（☎72-4231）
●（有）銚子浄化槽管理センター（☎73-3840）

（横芝光町）
●（株）五十嵐商会海匝営業所（☎84-1119）
●（有）光クリーンセンター（☎84-2244）
●（有）ユート・アメニティ（☎84-3270）
問東総衛生組合旭クリーンパーク（☎62-0794）、市環境
課環境美化班（☎62-5329）

義務付けられています
合併・単独処理浄化槽の清掃（汚泥引き抜き）
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旭中央病院便り
vol.38

10
月
15
日
（木）
か
ら
21
日
（水）
は

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」

で
す

　
違
反
建
築
防
止
週
間
に
は
、
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
建
築
基
準
法
で
は
、
建
物
の
安
全

性
を
確
保
し
、
私
た
ち
の
生
命
・
健

康
・
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
の
敷

地
や
構
造
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
法
令
で

定
め
る
基
準
や
手
続
き
を
守
り
、
適

正
に
工
事
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た

工
事
が
完
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
建

物
が
法
令
に
基
づ
き
安
全
な
も
の
で

あ
る
か
、
検
査
も
忘
れ
ず
に
。

　
こ
の
機
会
に
、
建
物
が
法
令
に
適

合
し
て
い
る
か
建
築
士
に
相
談
す
る

な
ど
、
点
検
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
都
市
整
備
課
建
築
班（
☎
62
‐
５

８
９
５
）

10
月
19
日
（月）
か
ら
25
日
（日）
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
や
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
「
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
、
ど
こ

に
行
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
苦

情
を
言
い
た
い
け
ど
、
直
接
窓
口
に

は
言
い
た
く
な
い
」
そ
ん
な
と
き
は
、

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。　

10
月
の
相
談
日
・
場
所
／
●
13
日

（火）
：
市
役
所
本
庁　
●
27
日

（火）
：
海

上
支
所

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

費
用
／
無
料

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

あ
な
た
の
募
金
は
、
あ
な
た
の
ま
ち
へ

赤
い
羽
根
募
金
に
協
力
を

　
10
月
１
日

（木）
か
ら
12
月
31
日

（木）
ま

で
を
実
施
期
間
と
し
た
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、
千
葉
県

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

インフルエンザワクチンの接種を始めます
期間／10月15日（木）〜平成28年３月31日（木）
費用（１回）／4,320円
接種回数／●13歳以上は１回　●12歳以下は２回（２
〜４週間隔）

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

看護師として働きませんか
　当院では、看護師として一緒に働く仲間を募集してい
ます。子育てなどで離職している人への就業相談や見学
も受け付けています。サポート体制も充実していますの
で、就職に対する不安や悩みなども気軽に問い合わせて
ください。くわしくは看護管理室（10120-314043）ま
で。

病院と地域をつなぐ無料情報誌「こんにちは」
　10月中旬発行号の内容は「医療最前線：救急医療・災
害医療の充実に向けて」「やさしい医学講座：関節リウマ
チ」「健康ノート：糖尿病を知ろう」などです。院内のほ
か、旭駅など一部の市内公共施設にも置いています。

共
同
募
金
会
を
通
じ
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
福
祉
施
設
に
配
分
さ
れ
、
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
人
な
ど
、
手
助
け
を
必
要
と
す
る

人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

問
旭
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
57
‐

５
５
７
７
）

交
通
規
制
に
協
力
を
！

排
水
整
備
工
事
を
行
い
ま

す
　
雨
水
排
水
施
設
を
設
置
す
る
工
事

を
行
い
ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
交
通

規
制
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
迂う

回か
い

に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

区
域
／
ロ
の
東
町
地
区

規
制
方
法
な
ど
／
工
事
箇
所
の
市
道

な
ど
は
、
昼
間
工
事（
一
部
夜
間
）で

迂
回
路
を
設
け
て
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
。

問
建
設
課
土
木
班（
☎
57
‐
１
１
９

３
）

対　象 成　人 小　児

受付時間 通常診療日の午前８時
〜11時 小児科に定期通院中の

人は、受診時に担当医
師に相談してください。受付外来 内科

そのほか

65歳以上の市民には、
旭市の予診票が郵送さ
れますので持参してく
ださい。届かない場合
は、市健康管理課（☎
63-8766）に問い合わ
せてください。

市内の中学生以下は、
下記の日程でワクチン
接種を受け付けます。
期日／11月11日（水）、
25日（水）、12月９日
（水）、16日（水）
受付時間／午後２時〜
３時

国道126号
袋西交差点

工事箇所

大
正
道
路

国道126号

旭駅
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「食堂のおばちゃん」�   
山口恵以子 著（角川春樹事務所）

　しゅうとめの一
いち

子
こ

と嫁の二
ふ

三
み

が、仲
良く切り盛りする「はじめ食堂」。夫婦
の擦れ違い、跡取り問題、仕事での失
敗など、人生に悩む人たちも、おいし
い料理をいただけば、明日の元気がわ
いてくる。
　社員食堂に勤務していた著者が描く
人情味あふれる物語には、オムライス、
エビフライ、コロッケな
ど懐かしい味が満載。巻
末に添えられたレシピと
ワンポイントアドバイス
も楽しめる一冊です。

●寺院消滅	 （鵜飼秀徳）
●戦争と平和	 （白山眞理）
●秘島図鑑	 （清水浩史）
●月３万円ビジネス100の実例
	 （藤村靖之）
●追いつめる親	 （おおたとしまさ）
●秘伝のたれ	 （行正り香ほか）
●名画の謎　対決篇	 （中野京子）
●東京零年	 （赤川次郎）
●金魚姫	 （荻原浩）
●スカラムーシュ・ムーン	（海堂尊）
●昨日の海は	 （近藤史恵）
●道徳の時間	 （呉勝浩）
●砂の街路図	 （佐々木譲）
●匿名者のためのスピカ	（島本理生）
●生還者	 （下村敦史）

今月の一冊 新着図書 ●富士山噴火	 （高嶋哲夫）
●水曜日の凱歌	 （乃南アサ）
●なりたい	 （畠中恵）
●スクラップ・アンド・ビルド
	 （羽田圭介）
●悲

ひ

素
そ

	 （帚
ははきぎほうせい

木蓬生）
●武士道ジェネレーション
	 （誉田哲也）
●啼かない鳥は空に溺れる	（唯川恵）
●村上さんのところ	 （村上春樹）
●声	 （Ａ・インドリダソン）

＊おはなしの時間＊
幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／10月８日（木）、22日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

市図書館だより 　問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/
開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／13日（火）、15日（木）、毎週月曜日

文化情報ナビ
文化施設からのお知らせ

※入場料を記載していない催し物は無料です。

あさひロシア交流コンサート
　ロシア国立モスクワ・アカデミー合唱団とあさひ少年
少女合唱団が、国境を越えたハーモニーを響かせます。
日時／11月26日（木）　午後６時30分〜
入場料／1,000円（全席自由）
第11回あさひ寄席
日時／12月13日（日）　午後１時30分〜３時30分（予定）
出演／春風亭小朝、おぼんこぼん、はたけんじ、柳

やな

貴
ぎ

家
や

雪之介ほか
入場料／一般3,000円、65歳以上2,500円　※全席指定
チケット発売日／10月８日（木）　午前10時〜

〈共通事項〉
チケット発売所／三川屋駅前店・国道店、サンモールイ
ンフォメーション、向後文具店、ラブイシカワ、東総文
化会館、いいおかユートピアセンター、干潟公民館、生
涯学習課（海上支所１階）
第11回生涯学習フェスティバル
日時／11月14日（土）、15日（日）　午前９時30分〜午
後３時30分
内容／作品展示、実演・実践発表など
旭市青少年意見発表大会　※手話通訳あり
日時／11月14日（土）　午前10時〜
発表者／市内小中学校・高校の児童・生徒と青年

東総文化会館
10月の休館日　５日、13日、19日、26日

絵本の読み聞かせ会・子ども映画会
日時／10月10日（土）　午前10時〜11時30分
問海上公民館（☎55-2566）

海上公民館

聖蓮会仏画展
期間／10月１日（木）〜15日（木）
寺田佳子仏画展
期間／10月16日（金）〜31日（土）

〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時　※最終日は午後３時まで
問海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

組みひも作品展・山野草寄せ植え展示
期間／10月15日（木）〜18日（日）
時間／午前10時〜午後４時
問高橋美佐子（☎63-1355）
※�まちかどギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせ
は、商工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

まちかどギャラリー「銀座」
　

文化講演会　※手話通訳あり
日時／11月15日（日）　午後１時30分〜
講師／堀尾正明さん（フリーアナウンサー）
問生涯学習課文化振興班（☎55-5728）、生涯学習課社
会教育班（☎55-5727）
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一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、各種の無
料相談を行っています。秘密は守られます。相談室

相談名 内　容 期日・時間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

10月19日（月）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡。 市役所本庁 市民生活課

☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�時間は１人30分。市
民を対象（同一内容で
の相談は１回限り）。

10月13日（火）　午後１時30分～４時
※予約制  ２日（金）午前８時30分から受け付け 市役所本庁

市民生活課
☎62-539610月26日（月）　午後１時30分～４時

※予約制　15日（木）午前８時30分から受け付け 海上支所

人権･行政相談
人権問題、行政への要
望・意見など
※時間は１人30分。

10月13日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁 市民生活課
☎62-539610月27日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

10月 7日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

旭市社会福祉協議会
☎57-5577

10月14日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

10月21日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

10月28日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

10月19日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター 海匝健康福祉センター

☎0479-22-0206

ピアサポート相談 こころの健康や生活に
関する相談

10月19日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター 海匝健康福祉センター

☎0479-22-0206

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～土曜日　午前８時30分～午後５時15分 旭市子育て支援センター

ハニカム（南分館２階）
旭市子育て支援センター
ハニカム☎62-7099

家庭児童相談 児童虐待･児童養育問
題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 
☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 
☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

福祉の総合相談
障害者への虐待問題、
権利擁護など福祉（生
活）全般にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク、旭市障
害者虐待防止センター
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

障害者差別相談 障害者差別に関する相談 月～金曜日　午前９時～午後５時 （電話受付） 海匝健康福祉センター
☎0479-22-0739

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など 10月17日（土）　午後１時～４時 青年の家２階 千葉県行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題、
多重債務の相談など

10月10日（土）　午後１時～５時
※８日（木）までに電話予約。 市民会館２階 司法書士櫻井事務所

☎0479-22-0186

税理士会 税務全般にわたる相談 10月13日（火）　午前10時～午後４時
※予約制（受け付けは平日の午後１時〜） 銚子商工会館２階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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健康インフォメーション

高齢者インフルエンザ予防接種が始まります
対象／65歳以上の人または60〜64歳で心臓などに
障害のある人
助成額／1,000円（期間内に実施の人）
実施期間／10月１日（木）〜12月31日（木）
※対象者には個別に通知しますので確認してください。
問健康管理課予防班（☎63-8766）

あさひ健康応援ポイント
健康づくりの実践で「健康と景品」をゲット！
　健康づくりを実践しながら500ポイントをためると、
抽選で健康に役立つ品が当たります。
　あさひ健康応援ポイントに参加して、健康な体はもち
ろん景品まで手に入れよう。
対象／市内在住の20歳以上の人
※平成28年２月29日（月）までに20歳になる人を含む。
期間／３月１日（日）〜平成28年２月29日（月）
応募期限／平成28年３月４日（金）
ポイント対象の取り組み／●健康診断または人間ドック
を受ける（健診100ポイント、ドック200ポイント）
●がん検診を受ける（１種類50ポイント）　●歯科検診を
受ける（100ポイント）　●献血をする（１回50ポイント）
●スポーツ教室・サークル活動・健康教室に参加する（１
教室20ポイント）　●スポーツ大会に参加する（１回20
ポイント）　●健康目標に３か月以上取り組む（300ポイ
ント）
応募箱設置場所・申込書配布場所／旭市保健センター、
飯岡保健センター、海上健康増進センター、干潟公民館
応募方法／500ポイントたまったら、専用の応募箱に投

とう

函
かん
するか郵送またはファクスで応募してください。

問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）

種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 10月26日（月） 12：50〜13：10 平成27年 6月 7日〜 7月 6日生
１歳６か月児健康診査 10月21日（水） 12：50〜13：10 平成26年 3月 3日〜26日生

２歳児歯科健康診査
10月 8日（木）

9：00〜 9：20
平成25年 3月24日〜 4月 6日

10月22日（木） 平成25年 4月 7日〜23日生

３歳児健康診査
10月 7日（水）

12：50〜13：10
平成24年 4月16日〜26日生

10月28日（水） 平成24年 4月27日〜 5月16日生

相談
育児相談 10月16日（金） 9：00〜10：00 乳幼児の発育確認、言葉、食事、歯などに関する

相談
ことばや発達の相談
※予約制

10月 5日（月）
9：30〜14：30 就学前の子どもの言葉や発達に関する個別相談

10月30日（金）

教室

両親学級
10月 6日（火）第１回

9：00〜 9：15
妊婦体操、歯の健康など

10月19日（月）第２回 妊娠中の栄養（調理実習）
子育て学級 10月20日（火）第１回 9：15〜 9：30 平成27年７〜８月生まれの第１子と希望者
離乳食教室
※申込制 10月23日（金） 13：00〜13：20 平成27年４〜５月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

【任意個別接種】　場所：各指定・協力医療機関
種　別 対　象

高齢者肺炎球菌
71歳以上で定期個別接種の年齢に
該当しない人
※�未接種者に3,000円を助成（助成
は１回限り）。要事前問い合わせ

予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

種　別 期　日 受付時間 対　象
ＢＣＧ 10月16日（金） 13：15〜13：45 生後5〜8か月未満 

【集団接種】　場所：旭市保健センター

【定期個別接種】　場所：各指定医療機関
種　別 対　象

ヒブ 生後２〜60か月未満
小児用肺炎球菌 生後２〜60か月未満
四種混合、ポリオ 生後３～90か月未満
水痘 生後12〜36か月未満

麻しん・風しん混合
１期：生後12〜24か月未満
２期：�平成21年４月２日〜22年４

月１日生

日本脳炎

１期：�生後36〜90か月未満
２期：９〜13歳未満
特例対象：�平成19年４月１日以前

生まれの20歳未満で、
接種を完了していない
人

三種混合 生後３～90か月未満
※�要事前問い合わせ

高齢者肺炎球菌

65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳の人、60〜64
歳で心臓などに障害のある人
※�４月２日（木）～平成28年４月１
日（金）に対象年齢になる未接種
者に3,000円を助成（助成は１回
限り）。助成期間は平成28年３
月31日（木）までです。
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…申し込み　問…問い合わせ

契約トラブル・悪質商法に関する相談
「週末・出張消費生活センター」
日時／10月10日（土）　午前９時〜午
後４時
場所／干潟公民館２階第３会議室
旭市消費生活センター（☎63-7272）

市税の夜間・休日納税窓口

〈日時〉
●夜間納税窓口：10月13日（火）、26
日（月）　午後８時まで

●休日納税窓口：10月25日（日）　 午
前８時30分〜午後５時

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

お知らせ
Information

指定給水装置工事事業者が訪問
水道メーターの交換に協力を
　該当する家庭や事業所などの水道
メーターの交換を行います。
対象地域／海上地域、干潟地域
予定期間／10月１日（木）〜25日（日）
費用／無料
水道課工務班（☎63-8882）

技術と知識の向上を図る
「林業技術研修会」
日時／10月23日（金）　午後１時〜４時
場所／干潟公民館
対象／旭市、香取市、神崎町、多古町、
東庄町、銚子市、匝瑳市の森林所有者
定員／60人
内容／講演「竹林拡大防止、竹材・木
材利用、跡地植栽を考える〜現状と最
新情報〜」（講師：県林業技術職員など）
費用／無料
申込期限／10月９日（金）

県北部林業事務所森林振興課（☎
0475-82-3121）、千葉県森林組合香
取事業所（☎0475-55-9474）

くらしのインフォメーションi

10月は全国不正軽油撲滅強化月間
「NO！不正軽油宣言・千葉」
　不正軽油の製造・販売・使用は、脱
税行為だけでなく、県民の健康や地域
の環境に悪影響を与える犯罪行為です。
香取県税事務所（☎0478-54-1314）

県立飯高特別支援学校
「学校公開」
日時／10月22日（木）　午前９時30分
〜11時30分
場所／県立飯高特別支援学校（匝瑳市）
内容／学校施設と授業の公開
申込期限／10月７日（水）

県立飯高特別支援学校（☎70-500 
1）

県立八日市場特別支援学校
「学校公開」
日時／10月29日（木）　午前９時15分
〜11時45分
場所／県立八日市場特別支援学校（匝
瑳市）
内容／学校施設と授業の公開
申込期限／10月16日（金）
県立八日市場特別支援学校（☎72-

2777）

健 康 ✚✚ メ モ

◆市県民税　第３期
◆国民健康保険税　第５期
◆介護保険料　第５期
◆後期高齢者医療保険料　第４期
納期限は11月２日（月）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期

　「お薬手帳」とは、自分が飲んでいる薬の名前、量、飲
み方、使用法、注意事項、管理の仕方などを記録してお
く手帳です。ほとんどの薬は、片仮名で読みにくかった
り覚えにくかったりするものが多く、販売している会社
によって、成分は同じでも薬の名前が違うものもあり
ます。病院や薬局では、この手帳で服用薬を正確に把
握することにより「飲み合わせ」や「重複」「副作用」などを
チェックすることができます。いろいろな医療機関にか
かるときも、適切な処方を受けられるのでとても便利で
す。
　東日本大震災のとき、救護所や避難先の病院に来るカ
ルテなどの記録を持っていない患者は、薬についての記
憶が形や色に限られることが多く、同じ薬さえ渡すこと
ができない事態が起きました。これをきっかけに災害時

「お薬手帳」の利用方法

の特例として「お薬手帳」があれば、処方箋がなくても薬
を受け取ることができるようになりました。
　「お薬手帳」は保険証と一緒に保管してください。病院
や薬局に行くときは毎回忘れずに持参し、市販の薬を
買った場合も記録してもらいましょう。普段から持ち歩
くことで、災害、事故、旅行先などで容体が急変するなど、
緊急の場合に医師の判断に役立ちます。病状や薬につい
て分からないこと、困ったことなども記入しましょう。
　「お薬手帳」は、あなたの薬の服用歴を記録することで
薬をより安全に、より効果的に使うためのものです。ぜ
ひ活用してください。

［旭市薬剤師会］
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…申し込み　問…問い合わせ

暴力団からの被害防止と保護救済のため
移動暴力相談所を開設
日時／10月21日（水）　午前10時〜午
後４時
場所／海匝地域振興事務所
公益財団法人千葉県暴力団追放県民
会議事務局（☎043-254-8930）

千葉県生涯大学校東総学園
「公開講座」
日時／11月17日（火）　午後１時30分
〜３時30分　※要事前申し込み
場所／匝瑳市民ふれあいセンター
内容／講話「笑いで癒す人間関係」（落
語家：山遊亭金太郎さん）
費用／無料

千葉県生涯大学校東総学園（☎04 
79-25-2035）

10月１日の「法の日」を記念して
千葉司法書士会が無料相談会を開催
日時／10月10日（土）　午後１時〜３時
場所／市民会館
相談内容／不動産の相続や売買など登
記に関すること、借金、成年後見に関
することなど
申込期限／10月８日（木）

司法書士櫻井事務所（☎0479-22-
0186）

目の悩みに答えます
「目の愛護デー」無料電話相談
日時／10月12日（月・祝）　午前９時
〜午後４時
相談窓口／☎043-242-4271
千葉県眼科医会事務局（☎0436-26-

5567）

10月１日（木）から開始されます
「看護師等の届出制度」
　病院などを退職した保健師、助産師、
看護師、准看護師は届け出をすること
が努力義務化されました。
対象／病院などを離職した人、看護師
などの業務に従事しなくなった人、看
護師などの免許取得後、業務に直ちに
従事しない人
届け出事項／氏名、住所、生年月日、
電話番号、メールアドレス、登録番号
と登録年月日、就業に関する情報
千葉県ナースセンター（☎043-247- 

6371）

「旭市戦没者追悼式」

日時／10月30日（金）　午前10時〜正
午
場所／東総文化会館大ホール
社会福祉課社会班（☎62-5317）

雇用のトラブル、まず相談
知っていますか？　労働委員会
　千葉県労働委員会では、個々の労働
者と使用者の間で生じた解雇やパワハ
ラ、労働条件の変更などをめぐるトラ
ブルについて、当事者の歩み寄りによ
る円満な解決を目指し、個別的労使紛
争のあっせんを無料で行っています。
　労働者、使用者どちらからでも申請
できます。希望する人は相談してくだ
さい。
千葉県労働委員会事務局（☎043-2 

23-3735）

専門家が相談に応じます
「障害年金の無料・個別相談会」
日時／10月20日（火）、11月17日（火）
午後１時30分〜４時30分　※毎月第
３火曜日に実施、要事前申し込み。
場所／成田商工会議所
対象／障害のある人、またはその近親
者
定員／15人程度
内容／障害年金の受給要件や申請手続
きの説明

ＮＰＯ法人みんなでサポート千葉
（☎043-301-2311）
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募集
Recruitment

県立旭高等技術専門校
平成28年度入校生
募集科目／●ＮＣ機械加工科（１年間）：
８人　●自動車整備科（２年間）：10人
募集期間／10月６日（火）〜11月５日
（木）
選考日／11月17日（火）

県立旭高等技術専門校（☎62-25 
08）

催し物
Events

日ごろの活動成果を発表します
「青年の家登録団体フェスティバル」
日時／10月18日（日）　午前９時〜午
後０時30分
場所／青年の家体育館
内容／作品展示、公開演技など
海上公民館（☎55-2566）

チャリティーイベント
「AC-Junction2015〜守れるミライ〜」
日時／10月４日（日）　開場：午前11
時30分　開演：正午
場所／旭中央病院東体育館
内容／バンド演奏、ダンス、よさこい
踊りなど
旭中央病院リハビリテーション科・
内村（☎63-8111・代表）

お知らせ
Information

専門医が無料で対応
「神経系難病面接相談会」
期日・場所／●11月４日（水）：海匝健
康福祉センター（銚子市）　●11月25
日（水）：八日市場地域保健センター（匝
瑳市）　※要事前予約
時間／午後２時〜
対象／言葉がスムーズに話せない、手
足のしびれやふらつきなどで悩む人

海匝健康福祉センター（☎0479-
22-0206）、八日市場地域保健センター
（☎72-1281）

回答は済みましたか？
国勢調査を実施しています
　回答が済んでいない場合は、調査票
に記入の上、訪問した調査員に提出す
るか、配布された封筒で郵送してくだ
さい。また調査票が届いていない場合
は、連絡してください。
企画政策課統計班（☎62-5397）

子どもを救う応急手当てを身に付けよう
「乳幼児救急法講習会」
日時／10月14日（水）　午後１時30分
〜３時
場所／飯岡保健センター
対象／乳幼児の保護者
定員／30人
内容／心肺蘇生法、異物の吐かせ方な
ど
申込期限／10月６日（火）

健康管理課支援班（☎57-3113）

言葉を添えて贈る絵手紙
「絵手紙教室」
日時／10月21日（水）、11月４日（水）、
18日（水）、12月２日（水）、16日（水）
午後２時〜４時30分
場所／東総文化会館
対象／18歳以上の人
定員／10人程度
費用／5,000円

東総文化会館（☎64-2001）

運動効率の良い歩き方が学べる
「秋のウォーキング講習会」
日時／11月３日（火・祝）　午前９時
30分〜正午
場所／東総運動場
対象／小学生以上
定員／50人
費用／300円（保険料など）

東総運動場（☎68-1061）

「津波防災の日」にちなんで開催
「自然から学ぶ親子防災体験キャンプ」
期間／11月７日（土）〜８日（日）
場所／海上キャンプ場
定員／家族８組
費用（１人当たり）／1,000円
ＮＰＯ法人光と風（☎57-5769）

航空機の誘導を模擬体験
「ＡＮＡグランドハンドリング教室」
日時／10月11日（日）　午前10時〜午
後４時
場所／航空科学博物館本館など
費用／入館料のみ
航空科学博物館（☎78-0557）

旭幼稚園
「２歳児親子サークル」
日時／10月14日（水）　午前９時30分
受け付け開始　※要事前申し込み
場所／旭幼稚園ホール
費用／500円（年間、バッジ代）

旭幼稚園（☎62-0788）

県立東部図書館はつらつライフ講座
「物忘れと認知症」
日時／10月10日（土）　午後１時30分
〜３時　※要事前申し込み
場所／県立東部図書館
定員／40人
講師／大塚祐司さん（旭中央病院神経
精神科医師）
費用／無料

県立東部図書館（☎62-7070）

食を通じて健康や老化防止を考える
「県民福祉セミナー」
日時／11月13日（金）　午後２時15分
〜３時45分
場所／青葉の森公園芸術文化ホール
（千葉市）
定員／200人
内容／講演「小泉式食べ物養生訓」（東
京農業大学名誉教授・鹿児島大学客員
教授：小泉武夫さん）
申込期限／11月５日（木）
申し込み方法／千葉県社会福祉協議会
のホームページ（http://www.chiba 
kenshakyo.com/）からダウンロー
ドできる申込書に必要事項を記入し、
ファクス、メールまたは郵送で申し込
んでください。

〒260-8508　千葉市中央区千葉
港4-3　千葉県社会福祉協議会地域福
祉推進班（☎043-245-1102、FAX04 
3-244-5201・千葉県社会福祉センタ
ー内）　 info@chibakenshakyo.com

くらしのインフォメーションi
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フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

○幸せを運ぶ鳥　
　コウノトリは背の高さが１ｍ以上も
ある大きな鳥で、白い体と長い真っ赤
な足が目立ちます。大きなくちばしで
カエルやザリガニなどを食べます。主
にヨーロッパやアジアにすんでいて、
ヨーロッパでは「赤ちゃんを運んでく
る鳥」「幸せを運ぶ鳥」として大切にさ
れています。日本でも昔は全国的にす
み、県内でも繁殖していました。しか
し生息環境の破壊や農薬の影響などで
日本産のコウノトリは絶滅し、今は冬
に大陸から少数が渡って来るだけにな
りました。写真のコウノトリは、９年
前に三川地区の田んぼにやって来て一
冬を越した鳥ですが、この鳥も大陸か
ら飛んで来たものです。
○野生復活の試み
　今年７月23日に、野田市で飼育し
ていたコウノトリ３羽が野外に放され
ました。姿を消したコウノトリを復活
させようという試みです。兵庫県豊岡
市では10年前から行われて野外でも
繁殖するようになり、今では80羽余
りに増えているそうです。市内にもま
たやって来てほしいものですね。
（旭市文化財審議会委員　齊藤敏一）

またやって来るかも？
コウノトリ

ふるさとの自然 67

くらしのカレンダー

イ イキ キ

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市二の1920・
☎62-8070）へ。対象は小学校入学前の幼児です。申込用紙は旭市保健センター、
飯岡保健センター、旭市子育て支援センターハニカム、子育て支援課、秘書広報課、
各支所にあります。

11日（日）第６回旭市民体育祭（午前９時〜　東総運
動場）

12日（月）体育の日

17日（土）道の駅季楽里あさひオープン

18日（日）青年の家登録団体フェスティバル（午前９
時〜　青年の家体育館）

　現在、旭市イメージアップ
キャラクターのあさピーが、

旭市を全国にＰＲするため「ゆるキャラ®グランプリ」に参戦し
ています。みんなで投票してあさピーを応援しましょう！　投
票期限は11月16日（月）まで。「ゆるキャラ®グランプリ2015」
のホームページから、１日１回投票することができます。そし
て17日（土）には「食の郷あさひ」を全国に発信するため、道の
駅季楽里あさひがオープンします。ぜひ皆さんも出掛けてみて
はいかがですか。（た）

こ 話編 ぼ集 れ

あさひっ子

いつも楽しいです。ママが大好き！

佳
か
奈
な

ちゃん
平成26年11月25日生
両親＝宮本和佳さん
　　　スパポーンさん〔ロ〕

お出掛け大好き！　パパのおみこ
し担ぐの見に行きました。

航
こう
汰
た

ちゃん
平成26年９月10日生
両親＝大島智史さん
　　　彩さん〔イ〕

いつもおてんばな遥ちゃん！　大
好きな三輪車でお出掛け♡

遥
はるか

ちゃん
平成26年５月27日生
両親＝吉野秀樹さん
　　　有記さん〔足川〕


